
政

令

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報

地
方
自
治
法
施
行
令
及
び
公
職
選
挙
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

内
閣
総
理
大
臣

高
市

早
苗

政
令
第
二
百
六
十
二
号

地
方
自
治
法
施
行
令
及
び
公
職
選
挙
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る

法
律
（
令
和
八
年
法
律
第
二
十
七
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）

第
二
百
五
十
二
条
の
三
十
六
第
六
項
及
び
第
二
百
五
十
二
条
の
三
十
九
第
九
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定

す
る
。

（
地
方
自
治
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
一
条

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
百
七
十
四
条
の
四
十
九
の
二
十
八
第
一
号
及
び
第
百
七
十
四
条
の
四
十
九
の
三
十
五
第
一
号
中
「
及
び
住
所
」

を
削
る
。

（
公
職
選
挙
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

公
職
選
挙
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
八
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
百
四
十
一
条
第
一
項
中
「
第
二
百
九
十
五
条
」
を
「
第
二
百
九
十
五
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関

す
る
法
律
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

総
務
大
臣

林

芳
正

内
閣
総
理
大
臣

高
市

早
苗

デ
ジ
タ
ル
庁
組
織
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

内
閣
総
理
大
臣

高
市

早
苗

政
令
第
二
百
六
十
三
号

デ
ジ
タ
ル
庁
組
織
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
デ
ジ
タ
ル
庁
設
置
法
（
令
和
三
年
法
律
第
三
十
六
号
）
第
十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令

を
制
定
す
る
。

デ
ジ
タ
ル
庁
組
織
令
（
令
和
三
年
政
令
第
百
九
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
四
項
中
「
二
十
一
人
」
を
「
二
十
二
人
」
に
改
め
る
。

附
則
を
附
則
第
一
項
と
し
、
同
項
に
見
出
し
と
し
て「（
施
行
期
日
）」を
付
し
、
附
則
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

（
参
事
官
の
設
置
期
間
の
特
例
）

２

第
三
条
第
一
項
の
参
事
官
の
う
ち
一
人
は
、
令
和
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
置
か
れ
る
も
の
と
す
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
令
和
八
年
九
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

内
閣
総
理
大
臣

高
市

早
苗

令
和
八
年
熊
本
地
震
に
よ
る
災
害
に
つ
い
て
の
激
甚
災
害
及
び
こ
れ
に
対
し
適
用
す
べ
き
措
置
の
指
定
に
関
す
る
政

令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

内
閣
総
理
大
臣

高
市

早
苗

政
令
第
二
百
六
十
四
号

令
和
八
年
熊
本
地
震
に
よ
る
災
害
に
つ
い
て
の
激
甚
災
害
及
び
こ
れ
に
対
し
適
用
す
べ
き
措
置
の
指
定
に
関
す

る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
激
甚じ

ん

災
害
に
対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財
政
援
助
等
に
関
す
る
法
律（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
五
十
号
）

第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

令
和
八
年
熊
本
地
震
に
よ
る
災
害
に
つ
い
て
の
激
甚
災
害
及
び
こ
れ
に
対
し
適
用
す
べ
き
措
置
の
指
定
に
関
す
る
政

令
（
令
和
八
年
政
令
第
二
百
五
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

本
則
の
表
中
「
規
定
す
る
措
置
」
の
下
に
「
並
び
に
熊
本
県
八
代
市
、
宇
城
市
、
上
益
城
郡
御
船
町
及
び
嘉
島
町
並

び
に
八
代
郡
氷
川
町
の
区
域
に
係
る
激
甚
災
害
に
あ
っ
て
は
、
法
第
十
二
条
に
規
定
す
る
措
置
」
を
加
え
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

内
閣
総
理
大
臣

高
市

早
苗

財
務
大
臣

片
山
さ
つ
き

経
済
産
業
大
臣

赤
澤

亮
正

科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
の
活
性
化
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す

る
。

御

名

御

璽

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

内
閣
総
理
大
臣

高
市

早
苗

政
令
第
二
百
六
十
五
号

科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
の
活
性
化
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
国
立
研
究
開
発
法
人
産
業
技
術
総
合
研
究
所
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
二
百
三
号
）
第
十
一
条
第
一
項
第

六
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
の
活
性
化
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
二
十
年
政
令
第
三
百
十
四
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
二
の
二
十
の
項
中
「
第
三
十
四
条
の
六
第
一
項
第
一
号
及
び
第
三
号
」
を「
第
三
十
四
条
の
六
第
一
項
各
号
」

に
改
め
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

内
閣
総
理
大
臣

高
市

早
苗


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